
　　　　　　　　　

テーマ名：都会にある園の自然への興味 園名：EDO日本橋保育園

背景
EDO日本橋保育園は、中央区ではめずらしく園庭を有するという特徴があります。その恵まれた環境をさらに強みとして活かすために、都会の真ん中にある園庭で、どのように子ども

たちの自然への興味を引き出していけるのか、そしてその関心がどのように広がり深まっていくのかを考えました。

「葉っぱが、いっぱい落ちている！」

実施 実施

2025年度実施内容のまとめ

2025年

度

振返り

子どもたちが感じたことや気づいたこと、興味をもったことを職員全体で共

有しながら、子どもたちの思いや育ちを見える形で捉えていく必要性を感じ

ました。また、子どもたちの興味や関心を大切にしながら、「やってみたい」

「知りたい」という気持ちをもとに、様々な経験を積み重ねていけるように保

育を行っていきたいと思います。

次年度

に

向けて

子どもたちの興味

① 「潰したらジュースになりそう！」「（手が）みて。真っ赤」「洋服についちゃった」「どうやってTシャ

ツそめられるかなぁ？」」

③ 「この葉っぱの形面白い！」「スイカ育てたい！」「日の当たり方によって生長が違う！」

➄

環境づくり

②
ジュースを作る準備をし、植物や染め物の本を用意し、様々な色に触れる機会を

作りました。

➃
日の当たり方によって植物の生長の変化が見られたため、プランターの位置を

変えました。

⑥
1歳児は、保育の中で「大きい」「小さい」ものを取り入れました。

5歳児は、小川だけでなく他の方法でも実験を行いました。

イメージマップをもとに子どもたちの発言や興味を書いていきました。見える
化により、次に準備するものや、声掛けなど、職員で共有することができま
した。園庭の自然をスタートにして、そこから言葉を覚えたり、体積や数量に
ついて興味が広がったり、顕微鏡での観察方法を知ったり、また、その先に
知りたいことができたりと、どんどん興味が繋がっていきました。

「ジューンベリーたくさんとれたよ！」 「どうしたら大きく育つかな？」

実施

「ままとあかちゃん」「なんで浮くんだろう？」



担当者の気づきポイント

目的

購入物 / 費用

毎年6月になるとジューンベリーの収穫を行い、食べたり、色水遊
びをしたりして楽しんでいます。今年も園庭に植えてあるジューンベ
リーの水やりをする中で、木の実が色付き始め、収穫することを楽
しみにしていた子どもたち。収穫時期になると「もう採ってもいいか
な？」と子どもたちもソワソワしていました。活動の中で収穫を行う
と、「あ、（実が）潰れちゃった」「見て！手が真っ赤になったよ！」と
色が付いたことに気付いたり、その流れでジューンベリーと水をビ
ニール袋に入れてジュース作りをして、色が染まることへの興味に
繋がっていきました。そして、子どもたちの色への興味や "染まる”と
いう疑問から、今回染めることについてみんなで考えてみました。
染めるには何が必要か、どんな物が染まるのかなど本を準備して
みんなで調べました。また、絞り方で様々な染まり方があることにも
気付いていました。

・染め物の本
・Tシャツ
・染粉
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・水やりを通して実が出来ることで「お世話を頑張ったから」という子どもたちの達成感に繋がっていきました。
・手に色が付き、染め物に興味を持った結果、他の物でも染め物を実施。絞り染めに挑戦すると、一人ひとり輪ゴムの止め方で染まり方が変わることに気付き、面白さ　を感じて
いました。

子どもたちの興味 環境づくり(保育者の対応）

青に変わったよ！

ジュースみたい！

たくさん出来てる！

どんな模様が付くかな？



こんなに
たくさんとれたよ！



みて！
ゴムたくさんつけたよ！

塩を計測中



担当者の気づきポイント

・顕微鏡
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・図鑑や絵本を見て夏野菜に興味をもち始めたため、実際に苗を買い育てました。
・日光の当たり方に応じ植物の生長の仕方が異なることについて興味をもち始めたため、より詳しく興味をもてるような声掛けを行いました。
・興味を引き出すため、植物の観察日記を記入し、日々の生長を感じることにつながりました。

子どもたちの興味 環境づくり (保育者の対応）

目的

購入物 / 費用

春頃から夏野菜について興味をもち、図鑑や絵本を用いて調べる
子どもたちの姿が見られていた為、子どもたちと相談し合い、5種類の野
菜とひまわりを実際に育ててみることにしました。育てていく中で場所に
よって生長のスピードが異なることに気付いた様子の
子どもたち。日の当たり方や水の量について考える姿が見られ始めたの
で、再度図鑑を用いて調べ、配置などを変更し、観察を続けました。観察
をしていく中で観察日記をつけ、少しずつ変化に気が付いていました。
「芽が出てきたよ！」「茎が伸びてきた！」などわずかな変化にも興味をも
ち、全員で開花まで世話をしながら見守ることができました。また、開花
後には「どうやって種になるの？」と疑問を抱く姿が見られ、保育士等と一
緒に調べながら種にすることに成功しました。「1つの種からお花が咲い
て種もできるんだ！」と初めてのことに深く興味をもつ姿がみられました。

観察や世話を通して植物の成長の仕方に興味をもつ



ひまわりの成長を日記として残しました！🌻



担当者の気づきポイント
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・見つけたものを拾い、大きさを比べ「大きい」「小さい」という大きさの違いに気付きました。また、拾ったものを保育者や友だちと比べるようにな　り ,、そこから異年
齢での関わりが増えることにつながりました。
・実験を通して、一人ひとりが葉っぱの観察を楽しみ、また色や感触の違いに注目する姿がありました。予想とは違う結果になぜ、結果が変わったの　　か、友だ
ち同士で話し合う姿も見られました。

子どもたちの興味 環境づくり (保育者の対応）

目的

購入物 / 費用

[1歳児]落ち葉・どんぐりが落ちていることに気が付く。

[５歳児 ]葉っぱを使って、実験。

[1歳児]：拾ったどんぐりを「まま！」「あかちゃん！」と大きさの
違いを言葉にしていたり、友だちが持っていると「おおきいのが
いい」と言い、トラブルになったり等少しずつ大きさへの興味が
出てきていました。、その時に「大きい」「小さい」という言葉を
伝えるように関わりました。

[5歳児]：散歩先で、拾った落ち葉を小川へと流し、遊ぶ姿が見
られました。「紫色は速い」「黄色は少し遅い」等、落ち葉の色
によって流れるスピードが違うことに気が付きました。その後、
「落ち葉で実験したい！」という声があったので、桶に水をた
め、実験を行いました。予想を立て、実験をすることで結果と
の違いに驚いたり、なぜ、結果が変わったのか考えたりする姿
がありました。

まま、あった！
あかちゃん、どこ？

流れるスピードが
ちがうよ！

どのはっぱが
　　　浮くかな？

落ち葉から子どもの興味はどう広がるか



１.予想する

「浮くはっぱは どれかな？」
「沈むはっぱは どれかな？」



２.葉っぱを触って感触を確かめる

3.実験

「パリパリ、しているよ！」

「少し、かたいかも！！」

「この、はっぱ浮いた！」

「え！ぜんぶ浮いてるよ！！」



4.結果

全員のはっぱが全て浮きました！
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まとめ

子どもたちの興味や関心は、このように広がっていきました！
子どもたちのつぶやきや気づきを付箋で記録・共有し、イメージマップを作成したことで、興味や関心を可視化するこ
とができ、様々な遊びや制作、探究活動へとつなげることができたと考えます。また、子どもたちの「やってみたい」
「知りたい」という思いをもとに活動を考えたことで、更なる興味や探究心を引き出すことができ、主体的に取り組む
姿が多く見られました。今後も、子どもたち一人ひとりの声や興味に寄り添いながら、日々の遊びや経験がさらに広
がっていくような環境づくりを行っていきます。  


